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平成22年度市民の市税負担状況平成22年度市民の市税負担状況 特別会計予算執行状況特別会計予算執行状況

区　分

固定資産税

市民税

都市計画税

市たばこ税

軽自動車税

特別土地保有税

入湯税

計

収入済額（千円）

42億   379万2

29億8,588万9

9億4,544万  

3億     19万3

1億1,281万4

0

29万  

85億4,841万8

33,298

23,651

7,489

2,378

893

0

2

67,711

市民1人当たり（円）

77,400

54,976

17,407

5,527

2,077

0

5

157,392

1世帯当たり（円） 会計区分

国民健康保険

下水道事業

老人保健

介護保険

後期高齢者医療

財産区

計

予算額（千円）

190億5,000万  

82億6,420万  

210万  

81億3,677万1

11億9,618万3

15億5,343万  

382億  268万4

63億4,081万6

15億2,699万4

564万9

36億8,134万5

3億7,624万8

15億4,926万8

134億8,032万  

96億7,960万8

45億   830万2

3万7

32億2,246万9

3億3,298万3

1,227万8

177億5,567万7

収入済額（千円） 支出済額（千円）

平成22年度予算執行状況平成22年度予算執行状況
平成22年度上半期（4月～9月）平成22年度上半期（4月～9月） 平成22年9月30日現在平成22年9月30日現在

平成22年度の財政事情平成22年度の財政事情

41億4,315万1千円

6億3,149万5千円

9億5万7千円

その他の主な内訳
●地方特例交付金
　2億4,600万円
●使用料及び手数料
　4億5,235万6千円
●分担金及び負担金
　4億1,863万円

1億3,260万円

6億5,109万9千円

収入済額
206億596万3千円

予 算 額
401億6,849万5千円

55億9,914万3千円

一 般 会 計 予 算 執 行 状 況
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150歳入 歳出

85億4,841万8千円85億4,841万8千円
市　税

138億7,843万3千円

国庫支出金
81億511万4千円

地方消費税交付金

その他

市　債

43億6,730万円

府支出金
32億2,838万4千円

21億126万4千円

10億6,300万円

地方交付税
74億2,500万円

民生費
178億3,028万6千円

15億4,229万1千円教育費

46億7,195万3千円

19億4,007万8千円公債費
43億994万3千円

13億1,922万6千円衛生費
36億437万6千円

6億4,981万9千円
その他

17億1,776万8千円

その他の主な内訳
●消防費
　9億5,946万4千円
●産業経済費
　3億3,912万7千円
●議会費
　3億1,917万7千円

16億4,003万3千円土木費
41億9,426万2千円

14億5,282万円総務費
38億3,990万7千円

81億1,147万8千円81億1,147万8千円

支出済額
166億5,574万5千円

予 算 額
401億6,849万5千円

（億円） （億円）

◆現市長の就任後初めての本格予算
　平成22年度の一般会計当初予算は、歳入歳出それぞれ386億
1,000万円の規模で編成しました。その後、新たに発生した行政需
要に対応するため2回の補正を行い、歳入歳出それぞれ1億1,640
万8千円を追加し、387億2,640万8千円となっています。
　今年度は、澤井市長就任後初めての本格予算となり、財政健全化
に取り組む一方、「自主性と自立性のあるまちづくり」「安心・安全の
まちづくり」「市民協働のまちづくり」「将来を見据えたまちづくり」
の4つのまちづくりに取り組みつつ、「健康と安全」のまちづくりを進
めるための予算編成を行っています。
◆本市を取り巻く状況　
　平成19年6月に地方自治体の健全化を判断するために、「地方公共
団体の財政の健全化に関する法律」が公布されました。本市の平成
21年度決算における財政判断指標は、すべての指標が基準値の範
囲内となり、公営企業会計に関する指標である資金不足比率も基準
値内となりました（広報まつばら12月号5ページ参照）。
　今後は、平成21年度から平成22年度にかけて発行した市立松
原病院の廃院に伴う第三セクター等改革推進債や、団塊の世代の大
量退職に伴って発行している退職手当債の償還による公債費、景気
の悪化に伴う生活保護費をはじめとする社会保障関係経費の増加な

ど、非常に厳しい財政状況が続くと予想されます。また、歳入にお
いても、景気の低迷による市民所得の低下などにより、市税収入は
一層減少することが見込まれます。自主財源に乏しい松原市におい
てはより難しい財政運営を迫られることとなります。
◆“日本一明るいまち松原”の実現を目指して
　本市はこれまで市民サービスの低下を招かぬよう、人件費の抑制
など職員自らができることを率先して行い、健全な財政運営に最善
の努力を行ってきました。また、自主財源を確保する努力として、
平成22年10月から事業系ごみの有料化を行っているほか、効率的
な運営と民間活力の導入を図るため、市内2カ所の学校給食センター
の統合新設や市立保育所の統廃合・民営化を現在進めています。
　今後も、必要な市民サービスは維持し、安定的な財政運営を行う
ために、より一層の行財政改革に取り組んでいく必要があります。
その上で、市民協働、産学官の連携による事業の推進を図り、“日本
一明るいまち松原”の実現を目指します。 
◆平成22年度の主な事業
乳がん検診の20歳代への拡充、妊婦健康診査の公費負担額の拡充、
幼稚園預かり保育の全市立幼稚園へ拡充、幼児2人同乗用自転車購
入費の助成、「学習クラブ」システムを全中学校へ導入、小中学校耐震
補強工事の継続実施による全小中学校の耐震化率100％実現など
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下
水
道
事
業
の
決
算
が
確
定

◎
決
算
の
状
況

　
平
成
21
年
度
の
下
水
道
事
業
特
別
会
計

の
決
算
規
模
は
、
歳
入
60
億
６
８
９
６
万

９
千
円
、
歳
出
79
億
６
０
２
８
万
９
千
円

で
あ
り
、
前
年
度
の
歳
入
89
億
８
８
５
８

万
７
千
円
、
歳
出
１
０
８
億
７
２
７
万
円

と
比
較
す
る
と
、
歳
入
が
29
億
１
９
６
１

万
８
千
円
（
対
前
年
度
比
▲
32
・
５
％
）、

歳
出
が
28
億
４
６
９
８
万
１
千
円
（
同
▲

26
・
３
％
）と
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
と
も
決
算
額
が
大
幅
に
減
少

と
な
っ
た
主
な
要
因
は
、
歳
入
で
は
市
債

の
公
的
資
金
補

償
金
免
除
繰
上

償
還
に
係
る
借

換
債
の
減
少
、

歳
出
で
は
公
債

費
の
同
繰
上
償

還
の
減
少
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
歳
入
歳
出
の

差
し
引
き
は
18

億
９
１
３
２
万

円
の
赤
字
と
な

り
、
翌
年
度
に

繰
り
越
す
べ
き

財
源
８
８
８
万
７
千
円
を
差
し
引
い
た

実
質
収
支
は
、
19
億
２
０
万
７
千
円
の

赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年

度
の
実
質
収
支
か
ら
前
年
度
の
実
質
収

支
の
差
し
引
き
で
あ
る
単
年
度
収
支
は

７
９
８
１
万
１
千
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
公
共
下
水
道
の
整
備
状
況
は
、
汚
水
整

備
で
は
人
口
普
及
率
が
前
年
度
か
ら
１
・

１
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
87
・
１
％
（
平
成
22

年
３
月
末
現
在
）
と
な
り
、
雨
水
整
備
で

は
、
雨
水
取
込
施
設（
２
カ
所
）の
整
備
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
経
営
が
厳
し
い
原
因
は
？

　
下
水
道
事
業
の
経
営
は
、
汚
れ
た
水
を

き
れ
い
な
水
に
処
理
す
る
費
用
を
「
独
立

採
算
の
原
則
」
に
基
づ
い
て
、
皆
さ
ん
か

ら
の
下
水
道
使
用
料
で
賄
っ
て
い
く
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
度
の
決
算
で
は
汚
水
処
理
経

費（
維
持
管
理
費
と
借
金
の
返
済
費
な
ど
）

の
う
ち
、
下
水
道
使
用
料
で
は
70
・
７
％

し
か
賄
え
て
い
ま
せ
ん（
経
費
回
収
率
）。

　
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
人
件
費
な
ど

の
経
費
削
減
や
、
水
洗
化
（
下
水
道
へ
の

接
続
）
の
促
進
な
ど
に
よ
り
、
収
入
の
確

保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
の
制
度
を
積

極
的
に
活
用
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
使
用
料
収
入
だ
け
で
は
、
必

要
な
経
費
を
す
べ
て
賄
う
こ
と
が
で
き

ず
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金（
税
金
）で

補
て
ん
し
、
事
業
経
営
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、不
足
額
を
計
上
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
下
水
道
事
業
で
は
、
さ
ら
な
る
経
営
の

効
率
化
に
よ
り
、財
政
の
健
全
化
を
図
り
、

安
定
的
な
経
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
　
上
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総
務
課
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国庫補助金
1億4,581万7千円
（2.4％）

下水道使用料
12億8,234万円
（21.1％）

建設負担金（府負担金など）
2億2,705万円
（3.7％）

一般会計繰入金
25億円（41.2％）

市債（建設等借入金）
18億9,190万円
（31.2％）

その他
2,186万2千円
（0.4％）

下水道建設費
10億4,558万1千円
（13.1％）

下水道総務・管理費
5億4,603万7千円
（6.9％）

公債費（建設等借入債返済金）
45億4,827万5千円
（57.1％）
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繰上充用金（前年度不足額）
18億2,039万6千円
（22.9％）

汚水処理経費に対する使用料収入の割合
（汚水処理経費を100とした場合）
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【平成21年度歳入歳出決算】

●歳入　60億6,896万9千円
〔前年度決算額　89億8,858万7千円）

●歳出　79億6,028万9千円
〔前年度決算額　108億727万円）

　
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
、
松
原
市
に
下
水
道
施
設
を
建
設
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
資

金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
市
で
は
、
昭
和
45
年
か
ら
事
業
を
進
め
、「
浸
水
か
ら
ま
ち
を

守
る
」、「
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る
」、
そ
し
て「
美
し
い
環
境
を
守
る
」た
め
、
下
水
道

整
備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
下
水
道
事
業
に
お
け
る
平
成
21
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成20年度から
2.4ポイント改善
しました

平
成
21
年
度

下
水
道
事
業
の
決
算
が
確
定

（全国平均は平成20年度）

0 20 40 60 80 100

国庫補助金
1億4,581万7千円
（2.4％）

下水道使用料
12億8,234万円
（21.1％）

建設負担金（府負担金など）
2億2,705万円
（3.7％）

一般会計繰入金
25億円（41.2％）

市債（建設等借入金）
18億9,190万円
（31.2％）

その他
2,186万2千円
（0.4％）

下水道建設費
10億4,558万1千円
（13.1％）

下水道総務・管理費
5億4,603万7千円
（6.9％）

公債費（建設等借入債返済金）
45億4,827万5千円
（57.1％）

0

20

40

60

80

100

68.3

2.4

89.6
86.5

松原市 府内平均 全国平均

70.7

％

繰上充用金（前年度不足額）
18億2,039万6千円
（22.9％）

【平成21年度歳入歳出決算】

■
国
民
健
康
保
険
事
業
の
財
政
健
全

化
の
た
め
に

　
国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が
の
時

に
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
被
保
険
者
が
保
険
料
を
出
し
合
い
、

必
要
な
医
療
費
に
充
て
て
相
互
に
助
け
合

う
医
療
保
険
制
度
で
す
。
松
原
市
の
21
年

度
末
の
加
入
状
況
は
、
２
万
２
９
６
９
世

帯
、
４
万
２
１
５
７
人
で
、
市
全
体
の
人

口
の
約
33
・
３
％
が
加
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
は
、
被
保

険
者
の
皆
さ
ん
に
納
付
い
た
だ
く
保
険
料

の
ほ
か
、
国
・
府
の
補
助
金
や
市
の
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
を
主
な
財
源
と

し
て
い
ま
す
が
、
平
成
14
年
度
か
ら
保
険

料
率
を
据
え
置
い
て
い
る
こ
と
も
あ
り
大

変
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
厳
し
い
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

を
健
全
化
し
て
い
く
に
は
、
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
が
互
い
に
国
民
健
康
保
険
制
度
の

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、「
公
平
負
担
」

の
原
則
を
守
り
、
保
険
料
を
納
期
限
内
に

完
納
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
き
ち
ん
と
納

め
て
い
る
人
と
の
公
平
性
が
保
た
れ
な
い

だ
け
で
な
く
制
度
の
運
営
に
重
大
な
支
障

を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は

ま
ず
相
談
を

　
病
気
・
失
業
・
災
害
な
ど
の
理
由
で
生

活
に
困
り
、
や
む
を
得
ず
納
付
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
は
、
保
険
年
金
課
収
納
係
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
平
日
に
来
ら
れ
な

い
人
は
、
毎
月
第
４
日
曜
日
の
午
前
10
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
納
付
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
付
せ

ず
、
催
告
な
ど
に
も
応
じ
て
い
た
だ
け
な

い
場
合
は
、
差
し
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分

を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
健
康
管
理
の
た
め
特
定
健
康
診
査

を
受
け
ま
し
ょ
う

　
国
民
健
康
保
険
で
は
皆
さ
ん
の
健
康
を

守
る
と
と
も
に
医
療
費
を
抑
え
る
た
め
、

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施

や
人
間
ド
ッ
ク
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
健
康
管
理
の
た
め
に
特
定
健
康
診

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
　
保
険
年
金
課
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【被保険者数と総医療費の推移】

蜷約22億2400万円の
　赤字が本市財政を圧迫
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が（
左
図
参
照
）、
申
請
方
法
に
つ
い
て
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
印
鑑
登
録
証
明
書
が

必
要
な
場
合
は
、
印
鑑
登
録
証
を
必
ず
お

持
ち
に
な
っ
て
、
窓
口
課
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
　
窓
口
課

課
税
・
納
税
証
明
書
も
新
様
式
に

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
変
更
に
合
わ
せ
て
、
課

税
・
納
税
証
明
な
ど
の
税
に
係
わ
る
証
明

書
も
新
様
式
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
改
ざ
ん
防

止
用
紙
・
電
子
公
印
）
に
な
り
ま
す
が
、

申
請
方
法
や
証
明
書
の
内
容
に
つ
い
て
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
　
課
税
課
　
納
税
課

事前登録

代理人・第三者請求に基づく交付

交付事実の通知

↓

↓

蜷通知書発行までの流れ蜻
　
平
成
23
年
２
月
１
日
よ
り
、
代
理
人
や

第
三
者
か
ら
の
請
求
に
よ
り
戸
籍
謄
本
や

住
民
票
な
ど
を
交
付
し
た
と
き
、
そ
の
交

付
の
事
実
を
ご
本
人（
事
前
登
録
者
）に
通

知
す
る
制
度
を
開
始
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
そ
の
請
求
が
不
正
で

あ
っ
た
場
合
の
早
期
発
見
、
個
人
情
報
の

不
正
使
用
防
止
や
事
実
関
係
の
早
期
究
明

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
り
不
正

請
求
発
見
の
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
か

ら
、
不
正
請
求
を
抑
止
す
る
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

▼
登
録
で
き
る
人
　
本
市
に
住
民
登
録
・

本
籍
が
あ
る
人
な
ど
。

▼
登
録
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑
、
本
人
確

認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
写
真
付
）な
ど
）。

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
な
ど
が
必
要

で
す
。

▼
登
録
の
受
付
　
平
成
23
年
２
月
１
日
貂

か
ら
窓
口
課
で
。

▼
通
知
す
る
内
容
　
交
付
日
、
交
付
し
た

証
明
書
の
種
別
お
よ
び
枚
数
、
交
付
請
求

者
の
種
別
。

※
交
付
請
求
者
の
氏
名
な
ど
は
通
知
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
通
知
書
を
送
付
す
る
に

あ
た
り
、
郵
送
料（
実
費
）を
負
担
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
窓
口
課

 　

２
月
か
ら

　
住
民
票
・
戸
籍
謄
本
の
交
付
に

　
つ
い
て
本
人
通
知（
事
前
登
録
）

　
制
度
を
実
施
し
ま
す

119番通報者の位置確認ができる
「統合型位置情報通知システム」
を導入しました　　市消防本部
　市消防本部では、平成
23年1月1日からＮＴＴ加
入電話だけでなく、すべて
の電話から119番通報した
ときに、通報者のいる場所
が自動的に通知される「統
合型位置情報通知システ
ム」の運用を開始しました。
　これにより、災害発生場
所を特定するための時間が短縮され、救急車や消防
車のより迅速な対応が期待できます。

　なお、携帯電話からの通報
は、電波状況によっては、同
システムが利用できないこと
がありますので、119番通
報するときは、これまで通り
住所や目印となる目標物など
を正確に伝えてください。
問合せ　消防署通信係

　
市
で
は
、
８
月
８
日
に
開
園
し
た
北
新
町

大
池
公
園
に
愛
着
を
も
っ
て
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
愛
称
を
募
集
。
10
月
29
日
ま
で
に
96

通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご

応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
選
考
の
結
果
、
布
忍
小
学
校
２
年
生
の
津

田
誠
吾
さ
ん
よ
り
応
募
の
あ
っ
た
「
な
か
よ

し
に
な
っ
て
遊
ん
で
ほ
し
い
」
と
い
う
意
味

を
込
め
た「
な
か
よ
し
公
園
」と
同
２
年
生
の

渡
ユ
ウ
キ
さ
ん
の
「
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
ち
な

ん
で
」
と
い
う
「
マ
ッ
キ
ー
公
園
」
を
合
作

し
て
、
愛
称
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
こ
の
愛
称
を
公
園
の
案
内
板
に

表
示
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

北新町大池公園の愛称決定
「なかよしマッキー公園」

　
市
で
は
、
平
成
23
年
１
月
11
日
貂
か
ら

新
し
い
住
民
票
・
印
鑑
登
録
シ
ス
テ
ム
に

変
わ
り
ま
す
。

●
住
民
票

　
今
ま
で
世
帯
単
位
で
管
理
し
て
い
た
住

民
票
を
個
人
単
位
で
管
理
す
る
よ
う
に
な

り
、
現
在
ど
こ
に
居
住
し
て
い
る
の
か
と

い
う
居
住
関
係
を
証
明
す
る
場
合
（
①
）

と
、
住
所
や
続
柄
、
戸
籍
の
表
示
を
変
更

し
た
履
歴
を
含
め
た
証
明
の
も
の（
②
）と

で
、
住
民
票
の
写
し
の
様
式
が
異
な
り
ま

す（
左
図
参
照
）。

　
ま
た
、
個
人
単
位
で
住
民
票
が
作
ら
れ

る
た
め
、
今
後
、
転
出
や
死
亡
さ
れ
る
と
、

住
民
登
録
の
あ
っ
た
世
帯
員
と
同
じ
住
民

票
に
は
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。
転
出
や
死
亡

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
除
票
（
最

新
の
住
民
票
か
ら
除
か
れ
た
も
の
と
い
う

意
味
で
す
）と
い
う
も
の
で
交
付
し
ま
す
。

同
じ
世
帯
で
あ
っ
た
こ
と
の
証
明
が
必
要

な
場
合
は
別
途
窓
口
課
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
平
成
23
年
１
月
８
日
ま
で
に
届

け
ら
れ
た
過
去
の
住
所
履
歴
の
記
載
が
あ

る
住
民
票
の
写
し
が
必
要
な
場
合
は
、
最

新
の
住
民
票
と
そ
れ
以
前
の
住
民
票
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、

窓
口
課
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
印
鑑
登
録

　
印
鑑
登
録
の
証
明
書
も
新
様
式
（
Ａ
５

サ
イ
ズ
か
ら
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
に
な
り
ま
す

見 本

新
シ
ス
テ
ム
導
入
に
伴
い

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
様
式
が
新
し
く
な
り
ま
す

（旧）住民票の写し

（新）住民票の写し（②）

（新）住民票の写し（①）

見 本

見 本

見 本

見 本

（旧）印鑑登録証明書

（新）印鑑登録証明書

ニ
ュ
ー
ス

松
　
原

税
保
険
年
金

環
　
境

安
　
全

上
下
水
道

消
費
生
活

そ
の
他

各
種
相
談

健
康
の

ひ
ろ
ば

子
育
て
の

ペ
ー
ジ

歴
　
史

ウ
ォ
ー
ク

催
　
し

ぼ
っ
く
す

講
　
座

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

図
書
館

地
域
交
流

み
ん
な

の
広
場

イ
ベ
ン
ト

ガ
イ
ド

素
敵
に

生
き
よ
う

情
　
報

ひ
ろ
ば

福
　
祉

健
　
康

子
育
て

教
　
育

相
　
談
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　各施設の休館・休務期間中、皆さんにはご迷惑を
おかけしますが、間違いのないようご注意ください。
　なお、出生・死亡・婚姻などの戸籍の届け出は、
年末年始の休みの間も、市役所西出入り口宿直室で
受け付けしています。　

●ごみの収集日程　　　　問合せ　環境業務課

小児科診療　12月30日貅〜1月3日豺

市役所の業務：年始は1月5日貉から

年始のご案内 （ごみの収集、急病診療）

●小児休日急病診療
受付　午前9時30分〜 11時30分
　　　午後1時〜 4時
松原徳洲会病院　蕁334−3400　
●南河内北部広域小児急病診療事業
受付　午後5時30分〜午後9時30分
診療　午後6時〜午後10時
羽曳野市立休日急病診療所（保健センター 2階）
蕁072−956−1000　羽曳野市誉田4丁目2−3
●大阪府小児救急電話相談（午後8時〜翌日午前8時）
蕁06−6765−3650または
蕁#8000(携帯電話・プッシュ回線固定電話のみ）

各公民館・各図書館は6日貅から

年　末　12月31日貊まで平常どおり

年　始　1月5日貉から平常どおり

1月1日豢〜1月4日貂

可
燃
ご
み

12月は年末特別収集を実施しています
（広報まつばら11月号12ページをご覧ください）

1月4日貂

1月5日貉

1月6日貅

1月7日貊

1月8日貍

不
燃
物
・
粗
大
ご
み

第1・第2土曜日の収集地区

第1・第2月曜日の収集地区

年　始　1月12日貉から平常どおり

休み

平常どおり

平常どおり

平常どおり

平常どおり

1月10日豢

第1・第2火曜日の収集地区1月11日貂

年　末　12月31日貊まで平常どおり

年　始　1月5日貉から平常どおり

1月1日豢〜1月4日貂

可
燃
ご
み

12月は年末特別収集を実施しています
（広報まつばら11月号12ページをご覧ください）

1月4日貂

1月5日貉

1月6日貅

1月7日貊

1月8日貍

不
燃
物
・
粗
大
ご
み

第1・第2土曜日の収集地区

第1・第2月曜日の収集地区

年　始　1月12日貉から平常どおり

休み

平常どおり

平常どおり

平常どおり

平常どおり

1月10日豢

第1・第2火曜日の収集地区1月11日貂

明治橋病院　　  蕁334−8558
三宅西1丁目358−3 
寺下病院　　　  蕁333−1411
岡7丁目191−1
松原中央病院　  蕁331−4161
阿保1丁目2−32
松原徳洲会病院  蕁334−3400
天美東7丁目13−26
松原徳洲会病院  蕁334−3400
天美東7丁目13−26
明治橋病院　　  蕁334−8558
三宅西1丁目358−3 

12月30日貅

12月31日貊

1月1日豢 

1月2日豸 

1月3日豺 

外
科

内
科

外
科
・
内
科

外
科
・
内
科

外
科
・
内
科

外
科
・
内
科

外科・内科診療　午前10時〜午後5時

松原ニュース

ース

「
松
原
市
こ
れ
か
ら
の
地
域
医
療
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

　 

第
５
回
検
討
委
員
会
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
相
談
事
業
、
予
防
事
業
の
今
後
の
方
策
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た

康
相
談
以
外
の
問
題
が
あ
る
こ
と
が
多

く
、
適
切
な
と
こ
ろ
に
紹
介
す
る
と
い
う

こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

●
お
金
の
か
か
ら
な
い
予
防
の
方
法
は
た

く
さ
ん
あ
る
。
生
活
習
慣
病
で
一
番
効
果

的
な
の
が「
禁
煙
」で
、
心
筋
梗
塞
や
肺
が

ん
な
ど
い
ろ
ん
な
病
気
が
予
防
で
き
る
。

栄
養
の
問
題
で
も
、
食
生
活
を
バ
ラ
ン
ス

よ
い
も
の
に
す
る
こ
と
や
塩
分
の
摂
取
を

減
ら
す
こ
と
で
、
肥
満
の
予
防
や
高
血
圧

に
効
果
が
出
て
く
る
。

●
歯
科
の
予
防
で
は
口
腔
ケ
ア
が
大
切
。

特
に
全
身
疾
患
と
口
腔
ケ
ア
と
は
関
係
が

あ
り
、
糖
尿
病
・
高
血
圧
・
心
疾
患
も
歯

周
病
が
関
係
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
松
原
市
歯
科
医
師
会
で
は
創
立
50
周

年
の
記
念
事
業
と
し
て
口
腔
ケ
ア
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
も
予
定
し
て
い
る
。

●
い
ろ
い
ろ
な
団
体
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
会

議
や
学
校
の
参
観
日
の
後
で
、
そ
れ
ぞ
れ

テ
ー
マ
を
絞
っ
た
講
座
は
ど
う
か
。
医
療

の
専
門
職
で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
は
ど
う

か
。

　
地
域
保
健
課
で
は
今
後
と
も
、
疾
病
予

防
や
相
談
事
業
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
地

域
に
出
向
い
て
啓
発
や
健
康
相
談
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
地
域
保
健
課

　
地
域
医
療
体
制
の
一
層
の
充
実
を
図
る

た
め
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
松
原
市
こ
れ
か

ら
の
地
域
医
療
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

の
第
５
回
検
討
委
員
会
が
11
月
22
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
ま
ず
事
務
局
か
ら
、
前
回
の

当
委
員
会
で
議
論
が
行
わ
れ
た
任
意
接
種

の
ワ
ク
チ
ン
の
う
ち
、「
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
」
と
「
小
児
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
」
の
接
種

費
用
の
一
部
助
成
を
11
月
１
日
か
ら
開
始

し
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
し
、
次
に
、「
相

談
事
業
、
予
防
事
業
の
今
後
の
方
策
」
に

つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■「
相
談
事
業
、
予
防
事
業
の
今
後
の

方
策
」に
つ
い
て

　【
主
な
意
見
】

●
病
気
に
な
っ
た
と
き
や
医
療
機
関
を
受

診
す
る
と
き
、
ま
た
困
っ
た
と
き
な
ど
、

知
り
た
い
こ
と
に
的
確
に
答
え
ら
れ
る
相

談
事
業
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
と
思
う
。
元
病

院
の
ス
タ
ッ
フ
が
活
用
で
き
る
な
ら
、
そ

れ
を
強
化
す
る
の
も
い
い
と
思
う
。

●
最
近
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
い
う
言
葉

を
よ
く
聞
く
。
門
番
と
い
う
意
味
で
自
殺

の
危
険
性
が
あ
る
か
確
か
め
て
、
的
確
な

相
談
者
に
つ
な
ぐ
役
割
を
す
る
人
の
こ
と

で
、そ
の
た
め
の
研
修
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
健
康
相
談
に
き
て
い
る
人
も
、
実
は
健
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